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レ
イ
大
カ
フ
ェ
で
は
、随
時
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
コ
ラ
ボ
し
て
い
ま
す
が
、今
回

は
、
フ
ル
ー
ト
赤
木
・
ギ
タ
ー
白
木
氏
に

よ
る
「
ト
ー
ク
＆
演
奏
会
」
が
、
多
く
の

来
店
者
の
前
で
盛
大
に
行
わ
れ
、好
評
を

博
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も

同
窓
会
員
の
趣

味
や
得
意
の
発

表

の

場

と

し

て
、
気
軽
に
幅

広
く
活
用
さ
れ

て
い
く
こ
と
が

願
わ
れ
て
い
ま
す
。 

昨
年
11
月
12
日
、
中
部
支
部
日
帰
り
研
修
バ
ス
旅
行
が
、

38
名
の
参
加
で
交
流
と
研
修
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
日
野
分

会
か
ら
は
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

幸
い
に
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
愛

知
県
岡
崎
市
に
あ
る
松
平
家
・
徳
川
将
軍

家
菩
提
寺
「
大
樹
寺
」
の
観
光
参
拝
と
西

浦
温
泉
ホ
テ
ル
「
た
つ
き
」
で
の
昼
食
会

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
狙
い
を
十
分
に
満
た
す

意
義
深
い
も
の
で
し
た
。 

１
日
の
旅
程
を
通
じ
て
ア
ル
コ
ー
ル
は

少
し
控
え
め
で
し
た
が
、
カ
ラ
オ
ケ
や
新
入

会
員
紹
介
そ
れ
に
地
域
・
卒
期
・
年
齢
差
の

壁
を
越
え
て
、
和
気
藹
々
の
談
笑
を
通
じ

て
、
新
た
な
友
情
や
仲
間
意
識
の
芽
生
え
に

繋
が
り
、
新
た
に
分
会
間
交
流
な
ど
の
、
話

が
で
き
た
こ
と
も
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

結
婚
し
て
五
十
年
。
金
婚
式
の
記
念
に
四
国

八
十
八
ヶ
所
お
遍
路
の
旅
を
思
い
立
ま
し
た
。

（
銀
婚
式
の
記
念
は
西
国
三
十
三
箇
所
初
の

四
国
お
遍
路
）
今
年
は
閏
年
で
4
年
に
一
度

の
逆
打
ち
。
お
遍
路
作
法
で
、
順
打
ち
の
3
倍

の
ご
利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
あ
ま
り

長
期
間
は
取
れ
な
い
の
で
、
ま
ず
は
香
川
の
一

国
を
回
る
こ
と
に
。
第
八
十
八
番
結
願
寺
の
大

窪
寺
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
門
前
の
売
店
で
お

遍
路
さ
ん
の
衣
装
一
式
を
購
入
。
白
装
束
、
菅

笠
、
金
剛
杖
、
線
香
、
ロ
ー
ソ
ク
等
々
。
衣
装
を
着
け
る
と
そ

れ
ら
し
き
格
好
に
な
る
。
各
お
寺
の
本
堂
と
大
師
堂
で
『
般
若

心
経
』
を
一
巻
唱
え
。
軸
と
納
経
帳
に
御
朱
印
を
頂
く
。
香
川

の
二
十
三
ヶ
寺
を
軽
自
動
車
で
お
参
り
し
た
。 

宿

泊

は

行
き

当
た

り
パ

ッ
タ

リ
で

ビ
ジ

ネ
ス

ホ
テ

ル
や
宿
坊
、

中
部
支
部
研
修
１
日
バ
ス
旅
行 

  
 

徳
川
家
康
公
ゆ
か
り
の
大
樹
寺
参
拝
と 
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も

新
た
な
年
を
迎
え
ら
れ
、
今
年
の
想

い
に
夢
膨
ら
ま
せ
て
お
ら
れ
る
事
と

お
察
し
申
し
あ
げ
ま
す
。 

私
も

65

歳
で
会
社
を
リ
タ
イ
ア

を
し
て
早
や

10

年
の
歳
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。 

退
職
時
に
は
晴
耕
雨
読
を
夢
見
て

い
ま
し
た
が
、
雨
の
日
が
少
な
く

な
っ
て
来
て
い
る
事
を
理
由
に
、
本

を
積
ん
ど
く
状
態
の
昨
今
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。 

性
懲
り
も
な
く
、
ま
た
ま
た
お
正

月
用
の
本
を
書
店
で
取
り
寄
せ
依
頼

し
て
き
ま
し
た
。
以
前
は
Ｎ
Ｅ
Ｔ
を

利
用
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
最
近
は
「
人
と
の
出
会
い
と
ご
縁

を
大
切
に
、
感
謝
す
る
心
を
忘
れ
な

い
」
と
の
想
い
で
書
店
購
入
に
し
て

い
ま
す
。 

い
つ
も
前
向
き
な
レ
イ
カ
デ
ィ
ア

の
仲
間
と
の
出
会
い
に
喜
び
、
絆
が

さ
ら
に
太
く
な
る
一
年
に
し
た
い
。 

そ
ん
な
願
い
を
初
参
り
に
託
し
て
き

ま
す
。 

今
年
も
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
を
目
指
し

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
行
き
ま
し
ょ

う
。 

謹
賀
新
年 

  
 

 
 

日
野
分
会
長 

 
 

 
 

 
 

布
施 

太
一
郎 

レイ大カフェ〘昨年 10月 21日〗 
第 44期生による 

ギターとフルートの 

演奏会が持たれる 

四国霊場 
八十八ヵ所巡り‼ 

中野 農 

新入会員紹介 仲睦まじい お遍路さん 
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安
宿
に
泊
ま
り
駆
け
足
だ
っ
た
が
、
第
66
番
雲
辺
寺
ま
で
廻

わ
れ
た
。 

『
お
大
師
様
に
お
礼
と
感
謝
』
そ
し
て
『
う
ど
ん
満
喫
』
の

旅
は
、
4
月
の
葉
桜
の
頃
の
話
で
し
た
。 

 

昨
年
１１
月
２４
日
レ
イ
カ

デ
ィ
ア
の
日
、
琵
琶
湖
畔
一

斉
清
掃
作
業
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

中
部
支
部
の
湖
岸
線
は
、
栗
見

新
田
・
栗
見
出
在
家
浜
辺
り
に
、
僅

か
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
毎
年
楽
し
く
気
持
ち
よ

く
、
作
業
を
し
て
い
ま
す
。 

日
野
分
会
か
ら
は
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
能
登
川
地
区
の
「
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
か
ら
も
、
深
く
感

謝
の
意
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

湖
北
支
部
・
湖
東
支
部
・
中
部
支
部
・
近
江
八
幡
支
部
の
四

支
部
親
善
Ｇ
Ｇ
大
会
が
、
湖
北
支
部
の
当
番
で
開
催
さ
れ
、
日

野
分
会
の
参
加
者
か
ら
は
、
Ｂ
Ｂ
賞
と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

が
、
面
白
い
取
り
合
わ
せ
で
出
ま
し
た
。 

来
年
は
、
近
江
八
幡
支
部
が
、
当
番
で
行
わ
れ
ま
す
。 

ま
だ
残
る
少
し
の
闘
争
心

と
、
和
気
藹
々
の
交
流
の
場
が

広
が
る
、
同
窓
会
で
最
も
人
気

の
楽
し
み
多
い
イ
ベ
ン
ト
で

す
。 人

生
１
０
０
年
時
代
、
健
康

寿
命
を
少
し
で
も
長
く
保
つ

た
め
、
皆
さ
ん
挙
っ
て
参
加
い

た
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

今
年
度
の
新
入
会
員
は
、
前
号
で
紹
介
し

た
福
永
貞
子
さ
ん
一
名
で
し
た
が
、
今
後
の

活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
、
日
野
分
会
に

と
っ
て
は
、
大
変
貴
重
な
メ
ン
バ
ー
で
す
。 

熱
烈
歓
迎
の
意
を
込
め
て
、
私
た
ち
に
馴

染
み
の
「
居
酒
屋 

レ
イ
大
カ
フ
ェ
」
に
お

い
て
歓
迎
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

最
初
に
布
施
分
会
長
か
ら
、
開
会
の
言
葉

と
新
入
会
員
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
、
乾
杯
の

後
し
ば
ら
く
懇
談
し
、
参
加
者
全
員
が
自
己

紹
介
を
し
ま
し
た
。
入
通
学
の
き
っ
か
け
、

卒
期
、
住
ま
い
、

趣
味
、
得
意
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

績
の
経
過
と
現
状
、
そ
れ
に
今
後

に
向
け
て
の
思
い
等
々
を
、
楽
し

く
丁
寧
に
語
り
合
い
、
相
互
理
解

を
深
め
、
親
近
感
を
育
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

 

於：居酒屋 レイ大カフェ

日野の特産品を使って米粉パン、焼
菓子をオーブンで焼きたてを、提供し
ています。 
人生の大先輩のレイ大同窓生の方々

とお話しさせていただき、学び得るこ
ともたくさんあります。 
これからも楽しく、皆さんとご一緒

できるようにと思っております。 
 

レイ大カフェの 

仲間として、 

明るく溶け込み 

交流されている～ 

 

西川 清
きよ

理
り

さん 

編 

集 

後 

記 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
年
か
ら
は
、
１
・
４
・
７
・
１
０
月
の
、
年
四

回
の
発
行
と
し
て
い
き
ま
す
。 

担
当 

堀
江 

勇
夫 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

会
員
交
流
活
動 

四
支
部
親
善
Ｇ
Ｇ
大
会
開
催 

於 :

長
浜
バ
イ
オ
ド
｜
ム 

 

文 

芸 

欄 
  

鐘
一
打 

闇
に
漂
ひ 

去
年
今
年 

二
つ
か
ら 

何
時
し
か
一
つ 

雑
煮
も
ち 

獅
子
が
し
ら 

取
り
て
幼
の 

残
る
面 

平
尾
の
り
こ
（
憲
子
） 

琵琶湖畔一斉清掃の参加者 

居酒屋 
レイ大カフェ 参加した中部支部の面々 


